
 第３期 腰部障害に対するマニュアルセラピー 
	  
	 マニュアルセラピーを学ぶのが初めての方でも、少人数制ですので丁寧に解

り易くご説明致します。また、ご経験のある方は復習にもなると思いますので、

是非ご参加下さい。 
＊	 専門・認定制度の運動器理学療法専門分野（運動器全領域）５ポイン

ト獲得出来ます。 
 

＜内	 容＞ 
①	 徒手療法専門用語の確認 
②	 腰部に対する主観的・客観的評価 
③	 腰部の機能解剖 
④	 腰部周囲の触診（骨、筋、靭帯、神経等） 
⑤	 腰部の疼痛と可動域制限に対する評価・治療手技 
⑥	 腰部の機能的トレーニング紹介 

 
注意１：当勉強会（本コース）へ初めて参加される方は、（受付 9：15）9：30  
        からの参加でお願い致します（内容①を説明致します）。 
注意２：当勉強会へ一度参加されている方（本コースのどのコースでも参加歴	 	 	  
	 	 	 	 がある方）は、（受付 9：45）10：00からの参加でお願い致します。	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 10：00より内容②の講義から開始します。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 ＊9：30から参加されても大丈夫です。 
＜日	 時＞ 
日	 	 程：2019年 12月 14日（土）	 10 時（受付 9時 45分）〜１７時 
	 	 	 	 ＊初めて当勉強会の本コースへ参加される方は開始が９時３０分	 	 	 	  
	 	 	 	  （受付 9：15）からとなります。 

場	 	 所：健康科学大学	 D棟 ２階 実習評価室D 
参加人数：１２名（先着順） 
参加対象：理学療法士、作業療法士	 ＊初めての方も大歓迎。 
費	 	 用：4.500円（当日払い） 
講	 	 師：関口賢人（健康科学大学）、	 望月一史（身延山病院） 
 



＜お申し込み方法＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

件名に『腰部	 山梨徒手』と記入し、①氏名(ふりがな)②所属と職種③メール
アドレスを記載し下記アドレスにメールをお願い致します。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

申し込み確認後、返信メールを送信致します。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
申し込み後、1 週間たっても返信がないような場合は再度ご連絡ください。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
申し込み締め切りは１２月９日となります（ただし先着順で締め切ります）。	  

＊お申し込み時に残席数の最新情報をホームページ 
(https://www.yamanashimt.com)で必ずご確認下さい。  

＊ 山梨徒手療法勉強会ホームページ(https://www.yamanashimt.com)からで	 
もお申し込み可能。  

＜お申し込み先＞                                                           
アドレス：y_mtsg@yahoo.co.jp 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
担	 	 当：山梨徒手療法勉強会事務局	 對馬 茉鈴（甲州リハビリテーション病院）	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	                                                                 
＜2019年度	 今後の予定＞  

・	 2019年12月21日（土） 健康科学大学 10：00（受付9：45）から17：00 
応用コース	 ウィメンズヘルス・メンズヘルス            
「骨盤底筋群の機能不全に対する徒手的機能診断と治療」               
⇒現在募集中（山梨徒手療法勉強会ホームページをご参照下さい）               

・	 2020年１月２５日（土）AM:触察コース（前腕）、PM:本コース（手関節） 

・	 ２月１６日（日）AM:触察コース（肩周囲）、PM:本コース（肘関節） 

・	 ３月１５日（日）AM:触察コース（頸部周囲）、PM:本コース（肩関節） 

 

                        ＊山梨徒手療法勉強会は、標準徒手医学会の協力団体です。  

                    山梨徒手療法勉強会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 代表	 関口 賢人  


